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（
目
的
）
 
 

第
姦
こ
の
法
律
は
、
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
誓
医
療
が
傷
病
者
の
救
命
、
後
淫
の
軽
減
等
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
贅
医
療
用
ヘ
リ
 
 

コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
全
国
的
な
確
保
を
図
る
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
か
つ
適
切
な
救
急
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
 
 

寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 
 

（
定
生
聾
 
 

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
い
う
。
 
 

」
 

㌧
銅
地
内
そ
の
他
の
当
該
病
院
の
医
師
が
直
ち
に
搭
乗
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
撃
 
 

れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
の
目
標
等
）
 
 

第
三
条
誓
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
誓
医
療
の
確
保
に
関
す
る
葉
は
、
医
師
が
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
て
速
や
か
に
傷
誓
の
琵
す
る
場
所
 
 

に
行
き
、
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
毒
し
た
機
器
又
は
搭
載
し
た
医
薬
品
を
用
い
て
当
該
傷
病
者
に
対
し
当
該
場
所
又
は
当
該
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
 
内
に
お
い
て
必
要
な
護
を
行
い
つ
つ
、
当
該
傷
病
者
を
速
や
か
に
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
に
搬
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
箪
を
、
地
域
の
実
情
を
誓
え
つ
つ
全
窮
に
 
 
 

整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
前
項
の
施
策
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
傷
病
者
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
へ
の
搬
送
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
防
機
関
、
海
1
保
存
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協
力
が
適
切
に
図
ら
れ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
へ
き
地
に
お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
。
 
 
 

三
 
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
連
携
及
び
協
力
の
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
。
 
 
 

（
医
療
法
の
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
四
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
↑
条
の
三
第
壷
に
規
定
す
る
基
套
針
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
基
葉
針
」
と
い
 
 

一
笑
）
に
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
 
 



（
医
療
計
画
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
五
条
整
府
県
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
套
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
を
定
め
、
 
 

又
は
同
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ
基
更
す
る
誓
に
お
い
て
、
当
該
医
療
計
画
に
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
贅
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
定
め
 
 
 

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

二
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
を
提
供
す
る
病
院
（
以
下
単
に
「
病
匪
と
い
ち
㌔
）
に
関
す
る
事
項
 
 
 

三
 
次
条
に
規
定
す
る
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
事
項
 
 

2
整
府
県
は
、
前
項
の
誓
に
お
い
て
、
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
贅
医
療
が
、
捺
し
又
は
近
苧
る
整
府
県
に
ま
た
が
っ
て
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
 
 
 

る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
都
道
府
県
と
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 
 

（
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
措
畢
 
 

第
六
条
都
清
県
は
、
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
地
撃
と
に
、
病
院
の
医
師
、
消
防
機
関
、
整
府
県
及
び
市
町
村
の
鷲
 
 

診
療
に
関
す
る
学
識
経
警
そ
の
他
の
関
箸
に
よ
る
次
に
得
る
基
準
の
庄
等
の
た
め
の
協
議
の
場
を
設
け
る
等
、
関
係
者
の
連
携
に
閲
し
必
要
な
措
置
を
撃
る
も
の
 
 
 

と
す
る
。
 
 

一
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
の
た
め
の
病
院
に
対
す
る
傷
病
者
の
状
能
等
の
連
絡
に
関
す
る
基
準
 
 
 

二
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
に
係
る
消
防
機
関
等
と
病
院
と
の
連
絡
体
制
に
関
す
る
基
準
 
 
 

（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
の
場
所
の
確
保
）
 
 

第
七
条
国
、
慧
府
県
、
市
町
村
、
道
路
管
理
者
（
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
者
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
者
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
甚
の
場
 
 
 

所
の
確
保
に
関
し
必
要
な
協
力
を
求
め
ら
れ
た
嬰
口
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

（
補
助
）
 
 

第
八
条
都
焉
県
は
、
病
院
の
開
署
に
対
し
、
贅
医
籍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
霜
の
議
を
補
筆
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
清
県
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
整
府
県
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
賛
す
る
費
用
の
壷
を
補
苧
る
こ
と
が
 
 
 

で
き
る
。
 
 

（
助
成
金
交
付
事
業
を
行
う
法
人
の
登
録
）
 
 

第
九
条
病
院
の
開
署
に
対
し
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
助
萱
を
交
付
す
る
藁
で
あ
っ
て
窒
労
響
 
 

2   



令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
助
成
金
交
付
事
芦
と
い
ナ
ス
）
を
行
う
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
は
、
前
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 
 

仙
 
仙
界
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人
 
 
 

二
腑
苧
二
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
の
日
前
三
十
日
以
内
に
そ
の
取
消
し
に
係
る
法
人
の
業
務
を
行
う
笹
貝
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
 
 

な
い
も
の
が
そ
の
業
務
を
行
う
管
貝
と
な
っ
て
い
る
法
人
 
 

3
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
表
の
登
録
の
申
請
を
し
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
奨
□
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

－
助
成
金
交
付
事
業
に
関
す
る
基
金
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
襲
口
す
る
も
の
を
設
け
、
助
成
金
交
付
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
と
し
 
 

て
政
府
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
か
ら
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
助
成
金
交
付
事
業
を
全
国
的
に
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
足
り
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
凛
ロ
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 

（
報
告
又
は
資
料
の
提
出
）
 
 

第
十
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
助
成
金
交
付
事
業
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
前
条
第
壷
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
又
は
 
 
 

経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

（
指
導
及
び
助
言
）
 
 

第
十
姦
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
助
成
金
交
付
事
業
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
よ
う
努
め
 
 
 

る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
登
録
の
取
消
し
）
 
 

第
十
二
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
議
ハ
の
登
録
を
受
け
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

鵬
 
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。
 
 
 

二
 
第
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。
 
 
 

三
 
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た
と
き
。
 
 
 

四
 
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 
 
 

（
公
示
）
 
 

第
十
三
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
壷
の
登
録
を
し
た
と
き
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
 
 
 

ら
な
い
。
 
 

3   



（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
 
 

第
十
四
条
莞
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
遍
の
登
録
に
関
し
必
要
室
項
は
、
葦
労
働
省
令
で
定
め
る
。
 
 

附
 
則
 
 

（
施
行
期
日
）
 
 

l
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
か
ら
苧
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
馨
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
 
 
 

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

（
健
康
保
険
等
の
適
用
に
係
る
検
討
 
 

2
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
贅
医
療
の
提
供
の
効
果
、
贅
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
急
の
在
 
 

り
方
等
を
聾
し
、
贅
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
主
診
療
に
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
健
康
俵
法
（
大
正
十
＝
竿
停
繹
第
 
七
十
号
）
、
労
働
者
災
害
福
償
旗
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
貨
五
十
号
）
そ
の
他
の
医
療
に
関
す
る
特
に
つ
い
て
定
め
る
法
令
の
慧
に
基
づ
く
支
払
に
つ
い
て
欝
を
 
 

行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

4
 
 
 



救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
 
 
 

内
閣
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
 
 

を
制
定
す
る
。
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
各
年
度
に
お
い
 
 

て
都
道
府
県
が
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
額
（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
に
関
す
る
費
用
等
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
 
 

し
た
額
を
限
度
と
す
る
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 
 

附
 
則
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

5
 
 
 



「救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措   

置法」の成立経緯（法案提出から公布まで）  

平成18年7月～11月  

与党ドクターヘリワーキングチーム（全10回開催）  

において、法案の内容を検討  

平成19年  

4月26日 参議院厚生労働委員会において、法案を同委員会より  

提出する旨決定  

4月27日 参議院本会議において、 法案採決  

6月15日 衆議院厚生労働委員会において、 法案採決  

6月19日 衆議院本会議において、法案採決  

6月27日 法律公布（一部を除き、同日、施行）  

－6－   



第
五
章
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
 
 

第
〓
即
 
基
本
方
針
 
 

第
三
十
条
の
三
厚
生
労
働
大
臣
は
＼
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
ー
㌔
）
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
 
 
 

方
針
（
以
下
「
基
太
方
針
」
と
い
ナ
ス
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
 
 
 

二
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

三
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 

四
纂
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
萱
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

五
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

六
次
条
第
t
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
の
作
成
及
び
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

七
 
そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
 
 

3
厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

第
二
節
医
療
計
画
 
 

第
三
十
条
の
四
慧
府
県
は
、
基
套
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当
該
慧
府
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
医
 
 
 

療
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
 
（
抄
）
 
 

四 三  

関
す
る
事
項
 
 

医
療
連
携
体
制
に
お
け
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
事
項
 
 

生
活
習
濡
そ
の
他
の
国
民
の
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
に
特
に
広
範
か
つ
継
琵
な
医
療
の
提
供
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
窒
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 
 

の
治
療
又
は
予
防
に
係
る
事
業
に
関
す
る
事
項
 
 
 

都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
の
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 

第
四
号
及
び
第
喜
の
事
業
に
係
る
医
療
連
環
制
（
医
療
提
供
施
霜
互
問
の
機
能
の
分
担
及
び
薫
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
い
一
笑
以
下
同
じ
。
）
 
 

了  



と
し
て
区
分
す
る
区
域
の
設
定
に
関
す
る
事
項
 
 

十
一
二
以
上
の
前
号
に
規
定
す
る
区
域
を
併
せ
た
区
域
で
あ
つ
て
、
主
と
し
て
窒
労
働
省
令
で
定
め
る
特
殊
な
纂
を
提
供
す
る
病
院
の
療
養
病
床
又
は
t
般
病
床
で
あ
 
 
 

つ
て
当
該
医
療
に
係
る
も
の
の
整
備
を
図
る
べ
き
地
域
的
単
位
と
し
て
の
区
域
の
設
定
に
関
す
る
事
項
 
 

十
二
療
養
病
床
及
び
l
般
病
床
に
係
る
基
荒
床
数
1
精
神
病
床
に
係
る
基
荒
床
数
、
壁
症
病
床
に
係
る
基
荒
床
数
並
び
に
琵
病
床
に
係
る
基
荒
床
数
に
関
す
 
 
 

る
事
項
 
 

十
三
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項
 
 

3
～
1
2
〔
略
〕
 
第
三
妄
の
六
慧
府
県
は
、
少
な
く
と
も
五
撃
と
に
第
三
妄
の
四
第
二
項
第
言
及
び
第
九
号
に
定
め
る
目
標
の
葉
状
宝
び
に
同
項
各
号
（
第
言
及
び
第
九
号
 
 
 

を
除
く
）
に
繹
量
項
に
つ
い
て
、
調
査
、
余
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
涛
県
の
医
賓
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

五 
＼
 
 

ノ
 
 
 

ニ
 
 

忘
 
 
 

へ
 
 

六
 
 

七
 
 

1
．
＼
 
 

ノ
 
 

九
 
 

十
 
 
 次

に
得
る
纂
の
確
保
に
必
要
室
業
（
以
下
「
贅
医
療
護
保
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
（
ハ
に
得
る
纂
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
保
が
必
要
な
場
 
 

合
に
限
る
。
）
 
 

イ
 
救
急
医
療
 
 

口
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 
 

へ
き
地
の
医
療
 
 
 

周
産
期
医
療
 
 
 

小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
 
 

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
焉
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
 
 

居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 

医
師
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 

医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 

地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
の
目
標
そ
の
他
医
療
機
能
を
考
慮
し
た
医
療
提
供
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 

主
と
し
て
病
院
の
病
床
（
次
号
に
聾
す
る
病
床
並
び
に
持
病
院
、
感
整
病
床
及
び
結
核
病
床
を
除
く
。
）
及
び
診
療
所
の
病
床
の
整
備
を
図
る
べ
き
地
誘
単
位
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甜
叫
 
義
普
N
N
眉
∽
加
－
－
□
拝
 
 
 

賀
苗
場
 
遺
書
N
N
欄
↓
迦
N
口
持
 
 
 

場
華
櫻
 
【
空
曹
恵
三
こ
〓
こ
道
 
 

南
認
 
勤
闊
旗
頭
嘉
奇
」
ご
ニ
3
鶴
皇
二
 
 
 

幸
「
雲
丹
 
扁
善
合
音
竺
ぞ
〓
這
 
 
 

高
著
淋
 
遠
雷
監
欄
岩
上
ヒ
ロ
件
 
 
 

幸
唐
瑚
 
上
付
一
缶
？
雪
山
瓦
岩
ロ
㌍
 
 
 

羊
蛸
警
 
個
詰
こ
個
∽
b
－
竺
山
捨
 
 

・
野
草
‥
帯
革
軍
聖
二
．
弐
岩
壁
ニ
↓
N
↓
Ⅷ
吉
事
」
亜
 
 
 

繁
華
毒
 
【
空
莞
更
で
こ
〓
こ
這
 
 

垂
潔
 
u
誓
忘
嘉
裏
革
き
浩
讐
．
汁
朝
刊
茹
㍑
冨
恕
吉
 
 
 

攣
渥
項
 
品
苫
∽
鼻
欄
口
瓦
〓
Ⅲ
肝
 
 

南
彗
 
暑
狙
撃
序
踵
戟
同
詞
巨
吐
U
」
皿
誌
碑
∽
逓
 
 
 

尊
重
芸
 
還
君
島
稲
〓
迦
」
□
梓
 
 

串
笥
‥
警
慧
莞
塁
芸
品
青
海
云
〓
」
平
喜
讐
テ
 
 
 

琴
準
壷
 
［
空
喜
恵
γ
〓
岩
芸
道
 
 
 

謬
泄
雪
器
 
瑞
気
岩
や
卜
瓦
N
u
E
一
件
 
 

・
軒
認
 
識
舛
曽
慧
責
苛
画
」
＝
控
卓
二
山
↓
m
ご
？
餅
皇
子
 
 
 

寄
掛
執
 
武
智
“
山
南
ト
○
加
N
い
口
軽
 
 

南
丑
‥
且
筑
豊
慧
軍
司
弐
鋼
片
長
石
二
∵
コ
警
声
明
差
－
u
 
 

・
谷
部
・
両
遍
苫
た
椙
－
迦
N
N
n
恰
 
 

扁
翌
 
渚
舛
重
い
慧
頚
部
画
什
担
∃
N
」
【
Ⅶ
N
N
餅
巨
－
山
 
 
 

谷
欄
土
‥
黒
岩
宣
年
間
∽
止
の
m
忘
 
 

・
諦
莞
 
牙
頭
蟄
汁
滑
車
写
岳
l
J
↓
皿
山
部
岩
正
 
 
 

雪
溶
落
 
品
苫
忘
欄
∽
血
N
u
ロ
に
 
 
 

紗
謝
笹
井
 
晶
ぎ
㌫
割
い
五
u
｝
Ⅲ
件
 
 
 

室
占
禦
責
レ
刊
票
言
∵
育
m
こ
 
「
ロ
匪
 
 
 

雪
害
宗
 
個
爵
∞
鼎
の
迦
－
ご
山
陣
 
 

軒
蛋
‥
〕
三
荷
古
越
芸
空
凶
厨
宗
ご
∵
「
可
の
也
－
？
即
 
 
 

妙
輝
項
 
責
苦
u
N
個
ふ
エ
誓
一
山
悼
 
 

辞
弐
 
」
ハ
琴
尋
隷
汁
琴
「
可
宗
田
囁
∽
T
ロ
〓
現
た
元
 
 
 

隷
灘
に
 
こ
宏
一
】
N
O
罰
｝
N
エ
」
Ⅱ
肝
 
 
 

骨
米
寸
 
志
吾
N
O
罰
N
正
ふ
ロ
肝
 
 
 

奉
狩
サ
 
什
璧
皇
恵
竺
こ
〓
完
正
 
 
 

字
幅
辞
 
世
誇
日
華
－
N
適
－
ご
］
溝
 
 

轟
丑
 
汁
市
認
許
叫
丙
警
ヨ
∽
↓
項
目
朝
日
－
宍
申
凍
 
 
 

坪
野
珊
 
［
票
芝
〓
竺
二
－
u
コ
件
 
 

軍
票
‥
軍
学
尋
翠
連
票
＞
斗
ヨ
＞
牙
童
＼
当
0
0
領
迂
－
 
 
 

卦
淋
転
 
義
首
u
り
瑞
い
、
正
巳
□
怜
 
 

匡
黛
＝
甲
翠
「
三
洋
師
岡
嘉
琳
芸
唾
眉
－
口
語
差
 
 
 

幸
治
川
 
志
苫
u
O
常
－
器
三
岩
肝
 
 
 

互
恵
呂
［
 
T
申
告
㌘
玉
ご
〓
山
上
ロ
や
 
 
 

芋
川
損
 
コ
慧
冨
l
奇
｝
加
u
□
特
 
 
 

芋
鱒
詩
 
［
空
言
恵
で
〓
〓
完
忘
 
 
 

辛
辣
蒔
諸
 
事
詫
じ
音
∽
瓦
H
Ⅲ
持
 
 

両
望
現
品
票
雪
中
期
間
表
芸
芸
禦
三
石
り
蝕
皇
－
 
 
 

鯨
善
亘
‥
E
翌
草
岩
椙
二
1
－
三
］
悍
 
 

有
望
 
甜
撃
藻
ヨ
Ⅱ
謡
苺
新
枠
コ
コ
［
」
［
一
設
領
畠
這
 
 
 

融
和
遇
 
コ
翌
≡
¢
欄
N
正
N
｝
□
匠
 
 
 

せ
井
守
 
二
慧
コ
N
∽
常
」
迦
N
0
0
□
片
 
 
 

栗
芦
－
 
晶
空
缶
音
0
0
通
ぃ
－
ロ
粋
 
 

再
茸
 
昇
彗
割
京
担
両
神
藻
ヨ
B
静
」
臣
の
 
 
 

倒
甲
講
 
［
璧
喜
怒
三
こ
〓
諾
道
 
 
 

警
翠
澗
 
〕
ヨ
学
芸
票
こ
〓
㌫
道
 
 

南
斗
 
米
空
耳
針
昇
降
汁
漸
卜
望
彗
亡
ヨ
一
部
匡
〕
N
 
 
 

骨
薔
辞
 
責
苦
缶
項
の
通
∽
ロ
梓
 
 

荷
票
 
矩
彗
弐
諸
姉
阿
蘇
蒸
ミ
ニ
↓
U
心
認
－
た
∽
 
 
 

憎
功
増
 
遥
苫
ぃ
ぃ
瑠
｝
け
血
N
の
Ⅲ
肝
 
 

軒
丑
 
珂
彗
弐
巨
室
岡
、
」
／
室
苦
ざ
ミ
竃
蔓
遠
産
 
 
 

瀬
野
「
作
 
品
普
芝
草
－
瓦
P
N
ロ
片
 
 

前
望
 
整
溝
麺
汁
荘
・
ヨ
苧
オ
「
」
．
皿
－
U
騎
企
却
 
 
 

憎
施
さ
 
遠
雷
－
認
¶
∽
b
∴
〓
』
掠
 
 
 

樹
海
』
 
晶
苫
㌫
割
」
迦
〕
Ⅱ
肝
 
 

軒
認
 
写
Ⅶ
．
奇
警
同
語
雲
講
和
嵐
N
↓
皿
u
囲
－
い
一
合
レ
 
 
 

紗
駈
両
 
売
苫
合
音
⊆
血
〓
ロ
辞
 
 

○
財
務
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号
・
 
 
 

分
離
適
格
振
替
国
債
の
指
定
等
に
関
す
る
省
令
 
（
平
成
 
 

十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
六
号
）
第
二
粂
第
一
項
に
規
定
 
 

す
る
国
定
の
利
付
国
庫
債
券
を
定
め
る
件
（
平
成
十
五
年
 
 

叫
月
財
務
省
告
示
第
二
号
）
 
の
〓
都
を
次
の
よ
う
に
改
正
 
 

す
る
。
 
 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
 
 

財
務
大
臣
 
額
賀
宿
志
郎
 
 
 

第
五
胃
の
次
に
次
の
‥
号
を
加
え
る
。
 
 

六
 
利
付
国
庫
債
券
 
（
四
十
年
）
 
 

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
十
五
号
 
 
 

医
療
法
 
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
 
 

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
提
供
体
制
の
確
 
 

保
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
 
 

第
七
十
号
）
 
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
九
 
 

年
十
一
月
六
日
か
ら
適
用
す
る
。
 
 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 
 

第
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 
 
 

二
 
疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
連
携
体
制
の
あ
り
方
 
 

四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
 
 
 

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
機
能
に
即
し
て
、
地
域
 
 

の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画
に
明
示
 
 
 

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
や
 
 
 

住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
 
 

図
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

1
 
疾
病
又
は
事
業
ご
と
に
明
示
す
る
機
能
 
 

H
 
が
ん
 
 

が
ん
の
種
別
ご
と
の
専
門
的
な
が
ん
医
療
を
 
 

行
う
桟
能
、
緩
和
ケ
ア
を
行
う
機
能
及
び
相
談
 
 

支
援
を
行
う
機
能
へ
が
ん
診
療
連
携
軸
点
病
院
、
 
 

医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
等
）
 
 

］
 
脳
卒
中
 
 

救
急
医
疲
の
機
能
、
身
体
楼
能
を
回
復
さ
せ
 
 

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
桟
能
及
 
 

び
日
常
生
活
に
復
帰
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
 
 

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
桟
能
 
（
発
症
か
ら
入
院
そ
 
 

し
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る
ま
で
の
医
療
の
流
 
 

れ
、
医
療
楼
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
（
急
 
 

性
期
・
回
復
期
・
居
宅
等
の
機
能
ご
と
の
医
療
 
 

機
関
）
 
等
）
 
 

且
 
急
性
心
筋
梗
塞
 
 

救
急
医
療
の
機
能
及
び
身
体
撲
能
を
回
復
さ
 
 

せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
権
能
 
 

（
発
症
か
ら
入
院
そ
し
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る
 
 

ま
で
の
医
療
の
流
れ
．
医
療
棲
能
に
着
目
し
た
 
 

診
療
実
施
施
設
（
急
性
期
・
回
復
期
・
居
宅
等
 
 

の
機
能
ご
と
の
医
療
機
関
）
 
等
）
 
 

圃
 
糖
尿
病
 
 

重
篤
な
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
指
導
 
 

を
行
う
楼
能
及
び
糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
を
含
 
 

め
た
疾
病
の
治
療
を
行
う
機
能
 
（
発
症
か
ら
居
 
 

宅
等
で
継
続
し
て
治
療
す
る
ま
で
の
医
療
の
流
 
 

れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
・
た
診
療
実
施
施
設
等
）
 
 

9   
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励
 
救
急
医
凍
 
 

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
十
四
時
間
対
 
 
 

応
す
る
診
療
所
等
で
初
期
の
救
急
医
療
を
提
供
 
 
 

す
る
桟
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
を
必
要
と
す
る
 
 
 

救
急
患
者
に
医
療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
生
命
 
 
 

に
か
か
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
 
 
 

提
供
す
る
機
能
 
（
都
道
府
県
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
 
 
 

と
の
救
急
医
療
機
関
の
役
割
、
在
宅
当
番
医
制
 
 
 

又
は
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
を
要
す
 
 
 

る
救
急
医
療
機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
実
 
 
 

際
に
搬
送
さ
れ
る
患
者
の
状
態
、
自
動
体
外
式
 
 
 

除
細
勤
器
 
（
A
E
D
）
 
等
病
院
前
救
護
体
制
や
 
 
 

消
防
機
関
と
の
連
携
 
（
病
院
間
搬
送
を
含
む
J
 
 
 

等
）
 
 

内
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 
 

災
害
時
に
被
災
地
へ
出
勤
し
、
迅
速
に
救
命
 
 
 

医
療
を
提
供
す
る
機
能
、
そ
の
後
避
難
所
等
に
 
 
 

お
い
て
診
療
活
動
を
行
う
機
能
、
被
災
し
て
も
 
 
 

医
療
提
供
を
引
き
続
き
維
持
し
被
災
地
で
の
医
 
 
 

療
提
供
の
拠
点
と
な
る
機
能
及
び
N
B
C
テ
ロ
 
 
 

（
核
兵
器
、
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
等
に
よ
る
 
 
 

テ
ロ
を
い
う
J
等
特
殊
な
災
害
に
対
し
医
療
支
 
 
 

援
を
行
う
械
能
 
（
都
道
府
県
内
外
で
の
災
害
発
 
 
 

生
時
の
医
療
の
対
応
 
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
 
 
 

（
D
M
A
T
）
 
の
整
備
状
況
と
活
用
計
画
を
含
 
 
 

む
J
、
広
域
搬
送
の
方
法
、
後
方
医
療
施
設
の
 
 
 

確
保
、
消
防
・
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
、
 
 
 

広
域
災
害
・
救
急
医
痍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
状
 
 
 

況
、
災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
化
・
医
薬
品
の
備
 
 
 

蓄
状
況
、
災
害
に
対
応
し
た
訓
練
計
画
等
）
 
 

㈲
 
へ
き
地
の
医
療
 
 

へ
き
地
保
健
医
療
計
画
と
整
合
性
が
と
れ
、
 
 
 

継
続
的
に
へ
き
地
の
医
療
を
支
援
で
き
る
機
能
 
 
 

（
第
十
次
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
を
踏
ま
え
た
 
 
 

対
応
、
搬
送
・
巡
回
診
療
・
医
師
確
保
等
へ
き
 
 
 

地
の
支
援
方
法
等
に
よ
る
連
携
体
制
等
）
 
 

㈹
 
周
産
期
医
療
 
 

正
常
な
分
娩
を
扱
う
桟
能
 
（
日
常
の
生
活
∵
 
 
 

保
健
指
導
及
び
新
生
児
の
医
療
相
談
の
桜
能
を
 
 
 

含
む
。
）
及
び
高
度
な
診
療
を
要
す
る
リ
ス
ク
の
 
 
 

高
い
分
娩
を
扱
う
械
能
 
（
妊
産
婦
の
状
態
に
応
 
 
 

じ
、
居
宅
等
に
戻
る
麦
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
 
 
 

態
・
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
 
 
 

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
周
 
 
 

産
期
医
療
の
医
療
連
携
体
制
 
（
搬
送
体
制
を
含
 
 
 

む
J
、
自
治
体
立
病
院
等
の
産
科
に
関
す
る
医
 
 
 

療
資
源
の
集
約
化
・
重
点
化
等
）
 
 

皿
 
小
児
医
療
 
 

小
児
の
健
康
状
態
の
相
談
を
行
う
機
能
、
在
 
 
 

宅
当
番
医
制
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
 
 
 

十
四
時
間
対
応
す
る
診
療
所
等
初
期
の
小
児
救
 
 
 

急
医
疲
を
提
供
す
る
機
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
 
 
 

を
必
要
と
す
る
小
児
救
急
患
者
に
医
療
を
提
供
 
 
 

す
る
機
能
及
び
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
小
児
 
 
 

救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能
 
（
発
 
 
 

症
か
ら
外
来
で
の
通
院
や
入
院
を
経
て
居
宅
等
 
 
 

に
戻
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機
 
 
 

能
に
着
日
し
た
診
療
実
施
施
設
、
小
児
救
急
医
 
 
 

疲
の
提
供
体
制
（
在
宅
当
番
医
制
又
は
休
日
夜
 
 
 

間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
を
要
す
る
救
急
医
療
 
 
 

機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
病
院
間
搬
送
・
 
 
 

電
話
相
談
事
業
等
）
 
の
状
況
、
自
治
体
立
病
院
 
 
 

等
の
小
児
科
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約
化
・
 
 
 

重
点
化
等
）
 
 
 

事
業
ご
と
に
配
慮
す
べ
き
事
項
 
 

日
 
放
急
医
療
に
お
い
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
 
 
 

篤
な
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
桟
能
 
 
 

を
有
す
る
医
療
機
関
で
あ
る
高
度
救
命
救
急
セ
 
 
 

ン
タ
ー
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
場
合
に
は
、
 
 
 

広
範
囲
熱
傷
、
急
性
中
毒
等
の
特
殊
疾
病
の
う
 
 
 

ち
、
特
に
当
該
セ
ン
タ
ー
が
対
応
体
制
を
整
備
 
 
 

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
 
 
 

る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
都
 
 
 

道
府
県
内
の
セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
、
広
域
的
に
 
 
 

対
応
す
る
隣
接
都
道
府
県
の
セ
ン
タ
ー
を
記
載
 
 
 

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 
 

精
神
科
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
輪
番
制
に
 
 
 

よ
る
緊
急
時
に
お
け
る
適
切
な
医
療
及
び
保
護
 
 
 

の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
、
重
度
の
症
 
 
 

状
を
呈
す
る
精
神
科
急
性
期
患
者
に
対
応
す
右
 
 
 

中
核
的
な
セ
ン
タ
ー
放
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
 
 
 

求
め
ら
れ
る
。
 
 

出
 
救
急
医
療
や
災
害
時
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
 
 
 

て
は
、
患
者
の
緊
急
度
、
重
症
度
等
に
応
じ
た
 
 
 

適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
救
 
 
 

急
用
自
動
車
は
も
と
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
（
必
 
 
 

要
な
機
器
等
を
装
備
し
、
医
師
等
が
同
乗
す
る
 
 
 

こ
と
に
よ
り
救
命
医
療
が
可
能
な
救
急
搬
送
車
 
 
 

両
を
い
う
。
）
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
含
 
 
 

む
救
急
患
者
搬
送
用
の
ヘ
リ
コ
ブ
タ
一
等
の
搬
 
 
 

送
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
救
急
医
療
の
 
 
 

確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
倍
の
僚
∵
 
 

利
剣
圏
療
申
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
 
（
平
 
 

成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
 
 

今
般
、
救
急
医
疲
用
 
 

を
踏
£
え
ヾ
 
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
同
法
第
l
 
 

ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
 
 
 

が
成
立
し
た
こ
と
 
 

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
 
 
 

次
に
掲
げ
る
組
換
え
D
N
A
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
 
 

三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
第
1
A
第
二
款
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
組
換
え
D
 
 

N
A
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
粂
第
 
 

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
差
す
る
。
 
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
 
 

芦
落
沖
D
Z
A
苗
芸
説
遍
溶
誹
浮
q
蕩
富
蕃
8
柵
吟
霹
碑
轍
8
≠
露
印
詩
汁
捨
蕃
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一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
 
 
 

1
 
 

句
 
 

日
 
離
島
や
へ
き
他
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
 
 
 

は
、
医
師
等
の
個
人
の
努
力
に
依
存
す
る
の
で
 
 
 

は
な
く
、
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
に
基
づ
く
各
 
 
 

般
の
施
策
に
よ
る
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
 
 
 

公
的
医
療
機
関
や
社
会
医
療
法
人
等
の
役
割
の
 
 
 

明
確
化
を
通
じ
、
医
師
等
の
継
続
的
な
派
遣
に
 
 
 

よ
る
支
援
体
制
の
確
立
等
に
努
め
る
。
ま
た
、
 
 
 

各
都
道
府
県
に
お
い
て
、
効
率
的
な
救
急
搬
送
 
 
 

体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
必
要
 
 
 

で
あ
る
。
 
 

相
 
同
産
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
助
産
師
 
 
 

の
活
用
を
図
り
、
診
療
所
や
助
産
所
等
と
リ
ス
 
 
 

ク
の
高
い
分
娩
を
故
う
病
院
と
の
機
能
の
分
担
 
 

当
り
朝
川
頭
メ
 
 

」
H
母
心
「
り
岬
‥
画
．
∵
佃
甘
」
．
㌧
∵
‥
．
」
q
川
 
 
 

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
 
 

粂
に
規
定
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
 
 

凧
呵
到
H
q
粥
萄
刹
引
日
刊
望
」
U
d
嘲
創
1
岡
 
 

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
 
 

ト
ロ
ー
ル
 
 

及
び
業
務
の
連
携
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
必
 
 

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
周
産
期
医
療
体
制
の
整
 
 

備
を
進
め
る
中
で
、
隣
接
部
道
府
県
と
の
連
携
 
 

体
制
を
必
要
に
応
じ
て
確
保
す
る
こ
と
や
救
急
 
 

医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
 
 

で
あ
る
。
ま
た
、
N
I
C
U
 
（
新
生
児
集
中
治
 
 

療
室
）
 
退
院
後
の
未
熟
児
等
に
対
す
る
後
方
支
 
 

援
施
設
等
に
お
け
る
継
続
的
な
医
療
提
供
体
制
 
 

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

㈲
 
小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
医
師
や
看
 
 

護
師
等
に
よ
る
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
等
に
 
 
 
 
 
よ
る
健
康
相
談
を
支
援
す
る
横
能
を
充
実
さ
せ
 
 

る
と
と
も
に
、
診
療
所
が
当
番
制
等
に
よ
り
初
 
 

期
の
小
児
救
急
医
療
を
二
十
四
時
間
体
制
で
担
 
 

う
こ
と
を
通
じ
て
、
拠
点
と
な
る
病
院
が
重
症
 
 

の
小
児
救
急
患
者
に
重
点
的
に
対
応
す
る
こ
と
 
 

を
可
能
と
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

第
四
の
三
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
改
め
、
「
小
 
 

児
医
療
」
 
の
下
に
「
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
、
都
道
府
 
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状
況
 
 

等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
）
」
を
加
え
る
。
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医療計画作成指針  

救急医療の体制構築に係る指針（抄）  

第1 救急医療の現状  

2 救急医療の提供体制  

救急医療の提供体制は、およそ以下のとおりになっている。  

（1）病院前救護活動  

③ 搬送手段の多様化とその選択  

従来の救急車に加えドクターカー、救急医療用ヘリコプター（ドクターヘリ）※ 

消防防災ヘリコプター等の活用が広まりつつある。   

ヘリコプターによる救急搬送については、ドクターヘリが10県で運用され年  

間4千件余りの出動件数を数え、消防防災ヘリコプターについても全国で70機  

が運用され、救急搬送のために年間2千5百件近く出動している。   

現状では、救急搬送全体に占める航空機の利用はわずかであるが、今後は、緊  

急度が高くかつ適切な医療機関への搬送が長距離に及ぶ患者に対しては、ヘリコ  

プター等の利用が期待される。   

また、消防機関の救急救命士等が、メディカルコントロール体制のもとに適切  

な観察と判断等を行い、地域の特性と患者の重症度・緊急度に応じて搬送手段を  

選択し、適切な医療機関に直接搬送できる体制の整備が重要である。   

※ 救急医療用ヘリコプター（ドクターヘリ）について  

救急医療用ヘリコプター（ドクターヘリ）を用いた救急医療が傷病者の救命、後遺症の軽減   

等に果たす役割の重要性をかんがみ、救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の全国的な確   

保を図ることを目的に、「救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措置   

法」が、平成19年6月27日に施行された。  

都道府県が医療計画を策定するに当たって、救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確   

保について定めるとき又は変更するときには、下記事項について記載することが求められる。  

・都道府県において達成すべき救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に係る目  

標に関する事項  

・ 救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療を提供する病院に関する事項  

・ 関係者の連携に関する事項  
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